
経営学を学ぶ長大生が、
「株式会社 丸正醸造」との新商品開発に挑戦

 ― 中間報告会でのフィードバックを踏まえ、
商品化・今後の展開を検討 ―

今回、長大生が提案するのは・・・

株式会社丸正醸造が自社のオリジナル商品として開発・販売することを想定した商品

経営学を学ぶ本学の地域経営学部・森俊也教授（経営学）のゼミナール生が、株式会社丸正
醸造（松本市）と協働し、新商品の開発に取り組んでいます。その一環として、10月26日（月）に
長野大学にて共同商品開発に向けたミーティングを開催します。中間報告会でのフィードバック
を踏まえたこれまでの検討、今後の取組み課題等を発表します。

※ 本件は、今後新たな展開を考えられていた同社から、長野県産業振興機構 松本センター、松本ものづくり産業支援センターを介して、
本学に打診があったことがきっかけとなり、始まったプロジェクトです。

※ 今回の中間発表会を経て、2027年2月頃に最終発表会の開催を予定しています。

【日時】 2026年10月26日（月） 14時45分～18時00分（予定）
【場所】 長野大学 ２号館 ２階 ２０２教室
【内容】 全６グループからの報告の後、丸正醸造担当者との質疑応答を行います。

【発信元】

公立大学法人長野大学 地域づくり総合センター

〒386-1298 長野県上田市下之郷658-１

TEL ： 0268-39-0007 ／ FAX ： 0268-39-0006

2026（令和８）年10月19日（月）公 立 大 学 法 人

長 野 大 学
産学連携の取り組み

株式会社丸正醸造は、明治28年に創業し、信州味噌・醤油を中心に伝
統製法を守りながら多彩な加工食品を製造・販売し、地域の食文化発展
に貢献しています。

本年度、丸正醸造との共同プロジェクトを実施します。本プロジェクトでは、キックオフミーティングから最終発表
会までを通じて、学生ならではの視点を活かした新商品開発に取り組みます。企画立案から試作品製作までを
一貫して行い、革新的な提案を目指します。

４月27日（月）に開催したキックオフミーティングでは、林信利代表取締役および商品開発責任者より、事業概要
や現状の課題についてご説明いただき、学生との活発な質疑応答が行われました。

５月20日（水）には、ゼミ長・チームリーダーを含むプロジェクトチーム12名が工場見学を実施し、製造現場を見学
しました。製法や各工程に込められた意味について学び、理解を深めました。

６月８日（月）には、６グループによる新商品企画の中間発表会を開催しました。各グループが思考を凝らし、味噌の新たな
可能性に着目した斬新な商品やサービスのアイデアを提案し、企業側から意見や助言等のフィードバックを受けました。

10月26日（月）には、商品開発ミーティングを開催し、中間発表会でのフィードバックを踏まえ、商品概要のブラッ
シュアップや市場予測、価格設定、広報施策など、商品化に向けた検討を進めます。

公立大学法人長野大学
地域連携・研究グループ 地域づくり総合センター 担当：松﨑
ＴＥＬ：0268-39-0007 Mail：renkei@nagano.ac.jp

本件に関する
お問い合わせ先 

ぜひご取材いただきますよう、宜しくお願いいたします。
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